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我々は Si 格子シフトフォトニック結晶導波

路 (PCW) を移相器に用いた小型な OOK 変調

器 1)や，QPSK 変調器 2)を報告してきた．さら

なる多値化のため，QPSK変調器を並列化した

16QAM変調器を前回試作したが，移相器の位

相変化量が小さく，また調整の困難さから

動作には至らなかった．今回は調整用のモニタ

ーポートなども設けたデバイス (Fig. 1) を再

設計し，Si フォトニクス CMOS プロセスを用

いて製作した (Fig. 2)．まだ調整段階であるが，

その状況を報告する． 

移相器は群屈折率 ng ~ 20のフォトニック結

晶導波路に，文献 1) と同等の高ドープ櫛形 pn

接合を搭載した．このような櫛形 pn 接合は位

相変化量が増大するが，キャパシタンスも

増えるため応答速度は低下する．そこで今回は

12.5 Gbaud (50 Gb/s) を目標とした．まず入出

射部に設けたマッハツェンダー型分岐比可変

カプラの設定により入射光を Iチャネル側，Q

チャネル側のどちらかに分岐させ，QPSK変調

動作を確認した．Fig. 3は PPG設定で Vpp = 2.5 

Vとしたときの Iチャネル側のQPSKコンスタ

レーションである．EVM = 10% (推定 BER = 

1.9 ×10
22 でエラーフリー) の良好なパター

ンが得られた．これまでの報告 3)よりも信号が

明瞭化したのは，前述のようにを大きくす

る設計を採用したためと思われる．分岐比可変

カプラを最適に設定したときの 16QAM 変調

が期待される． 

なお，本研究は NEDO「光エレ実装プロジ

ェクト」の援助を得て行われた． 
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Fig. 1 16QAM変調実験に向けた片側 QPSK変調動作． 

  

Fig. 2 製作した 16QAM変調器． Fig. 3 片側 QPSKコンスタレーション． 
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